
別離 

 
フランス人のモーツァルトのように 
僕は上すべりしながら 
馬鹿笑いをしながら 
生きてゆこうと思う 

 
解放を見捨てた無秩序と 
自由を手放した乱痴気とに 
僕は泣きながら 
身を委ねようと思う 

 
快楽という抒情と 
泥酔という実直と 
お喋りという会話とに 
僕は真面目に取り組むのさ 

 
ああ、おさらばだ 
歓喜など 
哀しみなど 
安らぎなど 

 
大げさな身ぶりと 
声高な嘘で身を守り 
あご突き出して 
僕は孤独を守るだろう 

 
ああ先に行くがいい 
僕の前を進むがいい 
振り向かずに 
ああ、歩くがいい 
歩くがいい 
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